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事業契約締結

基本設計完了

実施設計完了

建設工事着工(予定)

施設の引渡(予定)

施設の供用開始(予定)

現在

設計・工亊管理

運営・MICE誘致

維持管理

9月基本設計
契約

.
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2 事業の範囲

M ICE事業の範囲

民間収益事業の範囲

下図の緑色の施設

下図の青色の施設(民間事業者が設計・建設、運営)
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3 検討の進め方

(1)会議開催状況(平成30年9月~)

ア長崎市交流拠点施設検討推進本部施設整備部会

イ長崎駅周辺エリアデザイン調整会議(専門部会含む)

ウ長崎駅舎・駅前広場等デザイン検討会議

エイベント事業者け也元放送局等6社)

オケータリング事業者仕也元ホテル4社)

2回

4回
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4 屋上デザイン及ぴ照明計画(案)

※令和元年7月18日の長崎駅周辺エリアデザイン調整会議にて最終承認予定

(1)屋上デザインの考え方

エレベーターや階段で屋上にアクセスする

主催者の自由な発想で利用可能なエリアをテラス範囲とし、エレベーターホール周辺には床タイル等で仕上げたイベントテラスを設け

テラス範囲は約1,000市あり、その他の屋根とは手すりで区画し、浦上川側にも散策できるようにしている。

浦上川側の稲佐山がより近くに見えるエリアを広げ、利用者がより近くで稲佐山や女神大橋を望めるようにした。

ベース部は、メンテナンス性の重視及び照り返しへの配慮から、伸縮目地を用いて変化をつけた押えコンクリート仕上げを採用し、意匠性と性能を同居させたデザインとした。

ベース部:
押えコンクリート仕上げ

エレベーター

イベントテラス タイル仕上げ、人工芝等

かさ上げ PH凡+300 約200市

階段

約 28m

テラス範囲 稲佐山や女神大橋方向を望むエリアを拡大

手すり STFB6 × 32@10omm りン酸処理仕上

約 1,ooor6
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イ東側(長崎駅側)

東側(長崎駅倶D立面図
建1勿長さを生かした伸びゃかな!]照明計画。

新Lい駅舎や鉄道と呼応する光環境を目指します。

照明点灯時間
唖官内y鴛明賠間

・外装,累明時問

・タ"司通畔押鴛明昨間

22:00迄

22:00迄

金夜冏占灯 (ペデ'ストリアンデ'ツキ、1禹イ芹LUフ゜ロムナ・ード等、選1{彬0
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5 実施設計におけるイメージ

パース(変更点)

全体鳥瞰図

屋上、正面デッキ、駅からつながるぺデスト

リアンデッキ、イベント・展示ホール外観を変

更し、長崎駅周辺エリアに調和したデザイン

とした

^

@

①屋上、外観等の修正

実施設計

、
、

② NBC長崎放送社屋の追加
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パース(変更点)

(2)長崎駅方面から見たイメージ

1 イベント・展示ホールの外壁デザインを2層

にして、コンベンションホールとの一体感を

意識したデザインとした。

② 2 階の稲佐山プロムナードを約 2.5mから約

11mに拡幅し、長崎駅側と浦上川側の東

西の動線、屋外展示及び休息スヘースの

機能を確保した

③コンベンションホール入口に庇(ひさし)を設

置するとともに、駅からつながるへデストリア

ンデッキに屋根を設置した。

①外壁デザインの修正

実施設計

②稲佐山プロムナードの追加 ③入口の庇の設置等
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ハース(変更点)

(3)正面玄関(車寄せ側)

1 屋上の庇を取り、2 階入り口に庇を設置す

ることで、すっきりとしたデザインの外観へ変

更した。

②デッキのフェンスをルーバーとし、デザイン

性を向上させた

③新長崎駅からの動線となるぺデストリアンデ

ツキに屋根を設置し、雨に濡れない動線と

した

2 フェンスデザイン性の向上

実施設計
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①屋上庇の修正

提案時

トリアンデッキの屋根を設置
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ハース(変更点)

(4)浦上川側

1 稲佐山方向へ向けて開口を大きくすること

によって、より開放的な公共空間を創出し

た

②長崎に馴染みのある様々な樹種の樹木とと

もに、ベンチや花壇を配置し、上質なたまり

空間を創出した

①より開放的な公共空間を創出

実施設計
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パース(変更点)

(5)りバーサイドデッキ

0 フェンスをルーバーとすることで上品な空間

を創出するとともに、ガラス張りよりも光と影

の効果が高まることで、稲佐山等からの夜

景やデッキ空間の雰囲気に貢献するデザイ

ンとした

②床タイルの幅を狭めることで、一体感のある

デッキ空間とした。

③照明を天井に配置することで、夜間でも市

民等が憩いの場所とできる空問とした

③天井への照明配置

床タイルのデザイン修正

実施設計

提案時

①フェンスをルーバーに修正
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6 施設平面図・断面図

01 IF早面図

【1 F平面図】

E炉.゛

皆

霞2
ンダーコーナー

乳宣1

ー^

工

口置路墳界

柚,11WC
11 1.1

C^1

^
^.

ーーー1

邑

重脚1

り,ワーユニ,1

鵠武

鶴仙リ馴

会室1倉庫
1.1

1闇
ス

〆インエyト,γ工1

関仕物り収凱

ホワイエ1

会

^●

M鴬1゛

血干 1.1

向盛3 呼

竜自4

算下
1.1

2

会議室4

量

昼鼻喉益茸重ほ,ル}

辱

、

.^、1,1、:
_^^^

通呑

会

ι

鮒力鵡^

゛轟

会議室5

口下"工畢閣
本工亭

3

厘下 1.1

会膳室7

1圧嵩設

0詔沌

会讃室6

マ煮嘗壊 N

ーーーー1..・酉

制.

1

会儀室9

0建轄物昇韻

κン'ーコーナー

会

陛霞'

真下11

1

9

8

会瑳室10

●金盟窒

穏誓

^

^1

会議室11

,

応韻室

偶

Ⅱ

0

昔曇ピ,ト鴛繭量

.

京島抽宜

11劃ιT'

ιーコFH冗抗

ど削
, t、 1
よ● J-

◆⑧国回圃'、'圃

丑

ホワイエ2

イ凡ント1此一1

冒.,.冒

邑

^
伊"

訂

夏●

J

口毛,,,柳
0二

"ケブ村}

ラ,含

憂
0"単世●ご件

ビ,1'

^

マン穿一ι

柱
コ,

/^"
り

会議寅16

'1 ν^
悶ν^

イペント・展示ホール

ンー

ピ,ト

伊、

仰傭目
口

」阜

●口

{動
"イエエ'FHτι H打

け喧虹薊tル

10

勧

酢1'

"註闘

^ §ニキ,手ン^

い 1亭】

強1島血寓一島

*ワイ1式一F岡置顯

曼叶皿

'=d^

4

下

^エント,ンえ

諸窒量
バケク十ード
fY ,

踊1
雌'エ'グレー,ノ,卸

●勲暦゛勤

喬血゛
¥ー

,嶋Z

^イκント・果系ホー

豊:

恢誹亨ザ重訂
慢馳唖゛劃

.

智下工畢^
本工動

毛

日建計

ー'《

仮")兵崎市交瀛机゛施設整儒運宮事業
"1C 庇設聶集1事 F仙E)

噛平間図

^= Tヂ.,14砧

楓.π.之,=^

IFL .紅^= n..15

習中のレ貞ルは、す武て卵から抑レ式ル承す.

囲一鰐,C々,.舵4齢、訟する
讐=噛記なき捻.
肌価動、畝(片動ιする.
幽嶋""はす斥てコーナーガード註置

咳

1.1.レ1M

AI: U N

電

両

゛

,
、

.
0

ー
ー

唾
闘

,
,
阜

一
、

轟

導
国

墳潤

¥轟俳

'
事
゛
゛
4
゛
4

"
鰄

令
り
り
.

り
:
リ

一
◆
●

扇

ず▼
▲ト

ー
ー
ー

鼻
.
↑

凡
-
 
0
幽

邑
、

幽
川舮 0一

茜
嘉

酬
 
1



9 雫 省 倒 図

【 丑 M 司 制 國 囲 】
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m 非早面図

【2 F平面図】
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【断面図】
※浦上川側から見た断面図

コンバンシンホール

鯛

悪^^1^^1^^1^^^

ーバ山ト゛示ホール

車

包五豊筈
1・5 1・6

昆下

1◆

^
マ地下毒住レ

'
宕
匂
一

興

,
ι
三
●
、



階
階
階
階

2
 
2
 
2
 
2

階
階
階
階
階
階
階
階
階
階
階
階
階
階
階
階
階
階
階
階
階
階
階
階
階

1

1

1

積
り

面
(

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

8
 
8
 
8

1

2
2
2
2
2
2

8
 
8
 
8
 
8

2
5
0
5

1
2
3
5

施設仕様

コンベンションホール

( 1 /4)

a/4)

a/4)

a/4)
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提案時からの主な見直し

1 施設内滞留スペースの確保及ぴ移

の円滑化

2 階フロアーの溜り場が不足しているこ

とから、歩行者の利便性や安全性の確保

のために滞留スペースが必要

料)基本設計に関する提案時からの主な変更点(平成31年2月市議会環境経済委員会資料)

対応策

■稲佐山プロムナードの幅を拡張

施設の諸室配置の構成上、南北面の拡張は困難なため、東

西面の貫通通路である稲佐山プロムナードの幅を拡張。

【変更後】【変更前】

約 2.5m幅(約 160 rrt)→約 11m幅(約 70o nt)

《効果》

●施設内(2階)の滞留緩衝機能の向上

●2階動線のスム・ズな移動の確保による利便性・安全性の向上

●有効活用

屋外展示スペースとしての機能追加

休息時などの機能追加

・稲佐山の眺望改善

2・(1)●会室のレイアウトの

【変更前】

全 25 室(約 2,260 rrt)

《2 階 16 室、1 階 9 室》

2 会、室のレイアウト見直し

稲佐山プロムナード拡幅に伴い、2 階

小会議室の一部を残し、会議室を 1

階に集約し、レイアウトの見直しを実

施

全ての会議室から浦上川や稲佐山が

望めないため、一部会議室から稲佐

山側を望めるよう、配置を変更。

3 雨1こ・れない線(新JR長駅西

口からコンヘ'ンションホールまで)の確保

長崎駅周辺エリアデザイン指針や利用

者の利便性の観点から、駅からコンへ、ンショ

ンホ・ルまで雨に濡れない対策を講じること

が必要。

4 へ'デストリアンデノ'荊における円滑

な入'の実

施設倶比ぺデストリアンデッキが直角に

接続しているため、入退場の円滑な移動

ができるよう、接続部の拡幅が必要。

【変更後】

→全22室(約 2,340 rrf)

→《2 階6室、1 階 16室》

(要求水準 2,50o r『f 士10%)

山がめ2・(2) の配

2階会議室2室の向きを西側へ変更

5 コンベンションホールの分の拡充

コンベンションホールは 2,720rrtと広い

ホールであるため、利用者及び主催者が

より利用しやすいホールになるよう、ホー

ル内の分割の拡充を実施。

●屋根付きのぺデストリアンデッキへ変更

《効果》

●雨天時における利用者の利便性向上

●ぺデストリアンデッキの有効幅員を一部拡張

施設側出入口に接続しているぺデストリアンデッキの

幅員を拡張。

《効果》

●入退場時の円滑な入退場の実現による利便性・安

上

●可動間仕切りによる分割を3分割から4分割へ変更

《効果》

●コンベンションホールの稼働率向上

2F 平面図
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提案時からの主な見直し

6 1階と2階をつなぐ線の追加

利用者及び主催者側がより利用しや

すいホールになるよう、1階と2階をつなぐ

動線を追加

対応策

■2 稲プロムナードへつなぐ

屋内階段設置のため、イベント・展示ホールの面積を変更

【変更前】 【変更後】

約 3,840 市→約 3,80o rrt

(要求水準4,000 市土10%)

IF平面図

ー..島'-1

'曾
涙

,,_,,'.J

广'""""

「""""

^^●

^.1

0 .
/●電ピ,ト

イベント・風示ホール

(約 3,840 市)

量■ユー.

■'電,

0

@
@
@
@
@



提案時からの主な見直し

7 MICEル設の手根の有効活用

(検中)

広大な平面の屋根は目立つので

夫をして有効な活用策の検討が必要

●現在検討中

人か居心地のいい空間として感じられる(例高級感がある庭

園)眺デッキやべンチ・プランターなどの晋などを検討中。

検a寸内容

8..佐山からみたMICE'・'

の貢献(検.中)

稲佐山から見る夜景の眺望について

配慮が必要

●現在検討中

駅の膜屋根など周辺との調和を考え、稲佐山から見える西側

壁面。の照明の工夫が必要。

(伊D側面に建物の存在が感じられるよう、連続性を大切にした

照明の設置やりバーサイドデッキの照明や保安灯の活用などの

検討。

屋上平面図・立面デザイン
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